
１　
は
じ
め
に

小
説
を
読
む
と
い
う
行
為
は
、
と
も
す
れ
ば
「
活
字
を
通
し
て
小
説
を
読
む

こ
と
」
の
み
を
指
す
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
作
品
に
登
場

す
る
人
物
や
風
景
の
イ
ラ
ス
ト
が
本
文
に
挿
入
さ
れ
た
場
合
、
読
者
は
活
字
だ

け
で
な
く
、
イ
ラ
ス
ト
の
内
容
を
少
な
か
ら
ず
意
識
し
て
小
説
を
読
み
進
め
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
小
説
が
書
物
の
形
を
と
っ
て
読
者
に
提
示
さ
れ
た
な
ら

ば
、
表
紙
、
帯
、
カ
バ
ー
、
口
絵
と
い
っ
た
活
字
の
周
辺
要
素
ま
で
も
が
、
そ

の
読
書
行
為
に
影
響
を
も
た
ら
す
事
態
も
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う（

（
（

。
あ
る
い
は
小

や
ま
な
か
と
も
み
：
人
間
学
部
子
ど
も
学
科
専
任
講
師
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説
を
取
り
巻
く
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
状
況
を
考
え
た
場
合
、
読
者
は
書
物
に

印
刷
さ
れ
た
活
字
を
目
で
追
い
な
が
ら
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
映

画
、
ド
ラ
マ
な
ど
、
派
生
作
品
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
小
説
を
め
ぐ
る
読
者
の
「
読
み
」
と
読
書
に
関
し
て
、

近
年
、
注
目
す
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
が
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
で
あ
る
。

一
般
的
に
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
は
、
若
年
層
読
者
を
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え

た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
を
指
し
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
風
の
イ
ラ
ス
ト

が
表
紙
、
口
絵
、
挿
絵
に
用
い
ら
れ
る
、
登
場
人
物
が
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
を
想

起
さ
せ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描
か
れ
る
、
と
い
っ
た
形
式
的
な
特
徴
を
持
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つ
。
そ
れ
ゆ
え
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
原
作
に
な
り
や
す
く
、
現
在
で
は
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
を
起
点
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
展
開
が
常
態
化
し
て
い
る
。
作
品

は
主
に
文
庫
本
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
、
富
士
見
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
文
庫
、
電
撃
文
庫
な
ど
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
特
化
し
た
文
庫
レ
ー
ベ

ル
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
文
庫
本
ベ
ー
ス
で
見
た
二
〇
一
五
年
の
新
刊
点
数

は
年
間
約
二
千
五
百
点
、
市
場
規
模
は
文
庫
本
市
場
全
体
の
二
割
近
く
に
の
ぼ

り
、
日
本
の
出
版
業
界
で
は
大
き
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る（

2
（

。

そ
し
て
今
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
商
業
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
教
育
の
現

場
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
朝
の
読
書
推
進
協
議
会
が
発

表
し
た
「
平
成
２
６
年
度
『
朝
の
読
書
』（
学
校
（
で
読
ま
れ
た
本
」
の
調
査

結
果
を
参
照
す
れ
ば
、
中
学
校
と
高
校
の
上
位
二
〇
冊
に
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
数

点
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、「
中
学
・
高
校
で
は
そ
の
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や

メ
デ
ィ
ア
化
作
品
な
ど
、
世
間
で
話
題
に
な
っ
た
作
品
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
支

持
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
」
る
と
の
見
解
が
出
さ
れ
た（

3
（

。
つ
ま
り
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
読
書
活
動
に
反
映
さ
れ
る
ほ
ど
、
若
年
層
読
者
の

間
で
実
際
に
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（
（

。

さ
て
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
読
書
の
関
係
を
捉
え
る
際
に
重
要
な
の
は
、
表

紙
、
口
絵
、
挿
絵
に
用
い
ら
れ
た
イ
ラ
ス
ト
が
、
活
字
と
同
等
か
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
に
、
読
者
の
「
読
み
」
を
左
右
す
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
具

体
的
に
は
、
登
場
人
物
の
把
握
に
際
し
て
活
字
よ
り
イ
ラ
ス
ト
を
重
視
し
た

り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
や
雰
囲
気
を
加
味
し
て
作
品
の
世
界
観
を
語
っ
た
り
、
登

場
人
物
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
の
イ
ラ
ス
ト
を
介
し
て
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
派

生
作
品
を
同
時
並
行
的
に
受
容
し
た
り
と
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
者
は
イ
ラ
ス

ト
を
強
く
意
識
し
た
「
読
み
」
を
常
に
行
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
読
書
行
為

を
め
ぐ
っ
て
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
商
業
性
を
重
視
し
た
娯
楽
色
の
強
い
商
品

で
あ
る
こ
と
、
活
字
を
ベ
ー
ス
と
し
た
創
造
／
想
像
力
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
在
り
方
を
疑
問
視
す
る
指
摘
も
見
ら
れ
た（

（
（

。
一
方
で
は

以
下
に
示
す
よ
う
に
、
活
字
と
イ
ラ
ス
ト
が
生
み
出
す
新
た
な
表
現
や
創
造
／

想
像
力
に
注
目
し
、
一
定
の
評
価
を
与
え
る
向
き
も
あ
る
。

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
等
の
ジ
ャ
ン
ル
が
、
物
語
を
コ
ー
ド
化
す
る
既
成
の
文
学

的
記
憶
の
磁
場
＝
呪
縛
か
ら
自
由
に
な
る
た
め
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
介
入

に
よ
っ
て
、
言
語
と
し
て
の
「
作
中
人
物
」
を
図
像
化
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

化
す
る
操
作
が
必
要
と
な
る
（
中
略
（
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
図

像
の
存
在
が
小
説
を
読
む
読
者
の
想
像
力
を
抑
圧
す
る
、
と
い
う
よ
う
な

古
い
通
念
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
む
し
ろ
図
像
こ
そ
が
、
作
品
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ（

7
（

。

ラ
ノ
ベ
が
敬
遠
さ
れ
て
き
た
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
的
な

イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
文
庫
カ
バ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
の
た
め
に
恥
ず
か
し
く
て

店
頭
で
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
し
、
物
語
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
は
固
定
化
し
、
文
字
表
現
が
生
み
出
す
多
様
な
想
像

力
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
う
と
い
う
批
判
も
、
も
っ
と
も
だ
。
た
だ
そ

れ
は
、
あ
く
ま
で
「
文
字
」
を
重
視
し
た
視
点
に
す
ぎ
な
い
。
呼
吸
す
る

か
の
よ
う
に
ア
ニ
メ
を
取
り
込
ん
で
き
た
世
代
に
と
っ
て
、
ラ
ノ
ベ
の
イ

ラ
ス
ト
は
障
害
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
読
者
が
積
極
的
に
物
語
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を
「
誤
読
」
し
て
新
た
な
物
語
を
再
生
産
す
る
た
め
の
、
重
要
な
足
が
か

り
と
な
る（

（
（

。

近
年
は
こ
こ
に
挙
げ
た
二
例
と
同
じ
く
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
若
年
層
読
者
に

受
容
さ
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
そ
の
読
書
が
示
す
可
能
性
に
言
及
し
た
指

摘
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
主
に
「
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
が
ど
う
読
ま
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
状
の
把
握
が

重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
な
か
に
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
発
展
史
を
前
提
と
し

た
先
行
論
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
多
く
は
歴
史
的
な
ト
ピ
ッ
ク
の
確
認
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
現
在
へ
と
続
く
読
書
の
姿
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
い（

（
（

。
す
な
わ
ち
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
を
め
ぐ
っ
て
は
、
未
だ
そ
の
歴
史
的

経
緯
が
十
全
に
把
握
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
論
者

は
、
活
字
と
イ
ラ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
他
／
多
メ
デ
ィ
ア
ま
で
も
が
交
錯
す
る
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
様
態
に
注
目
し
、
具
体
的
な
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
こ
の
試
み
の
一
環
と
し
て
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
〝
原
型
〟
が
形
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
へ
と
目
を
向
け
、
特
に
当

時
の
若
年
層
向
け
小
説
誌
で
あ
る
『
獅
子
王
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
・
一
九
八
五

年
創
刊
（
と
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』（
富
士
見
書
房
・
一
九
八
八
年
創
刊
（

を
取
り
上
げ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
両
誌
は
現
在
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に

相
当
す
る
作
品
を
刊
行
し
た
文
庫
レ
ー
ベ
ル
と
連
携
し
、
独
自
の
〝
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
〟
を
読
者
に
提
示
し
て
き
た
。
ま
た
、
両
誌
は

連
載
作
品
や
公
式
情
報
の
発
信
媒
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
誌
面
内
容
を
生

か
し
た
雑
誌
文
化
を
育
む
「
場
」
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
場
」
の
調
査
分

析
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
様
態
に
加
え
、
そ
の
形
成
に
関
与
し
た
文
化
的
背

景
を
探
る
上
で
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
ま
ず
『
獅
子

王
』
と
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
当
初
を
中
心
に
両
誌
の
特
徴
を
把
握

し
つ
つ
、
同
時
代
の
読
書
を
め
ぐ
る
具
体
相
に
迫
っ
て
い
く（

（1
（

。

２　

�

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
若
年
層
向
け
小
説
の

動
向

『
獅
子
王
』
と
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
詳
細
を
確
認
す
る
前
に
、
本
章

で
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
を
射
程
と
し
て
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と

関
係
の
深
い
若
年
層
向
け
小
説
の
動
向
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

当
該
時
期
に
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
前
述
の
形
式
的
な
特
徴
を
確
立
し
、
現

在
の
〝
原
型
〟
を
形
作
る
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
を
複
数
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
古
参
レ
ー
ベ
ル
で
あ
る
角

川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
や
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
の
創
刊
（
一
九
八
八
年
（、

水
野
良
『
ロ
ー
ド
ス
島
戦
記 

灰
色
の
魔
女
』（
角
川
文
庫
、
一
九
八
八
年
（、

神
坂
一
『
ス
レ
イ
ヤ
ー
ズ
！
』（
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
、
一
九
九
〇
年
（

を
は
じ
め
と
す
る
ヒ
ッ
ト
作
品
の
相
次
ぐ
登
場
な
ど
、
主
に
一
九
八
〇
年
代
後

半
の
出
来
事
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
刊
行
作
品
は
当
初
「
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ

ル
ト
」、「
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル
」、「
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
（
文
庫
（」
等
の
名
称
で
呼
ば

れ
た
が
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
風
の
イ
ラ
ス
ト
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
存
在
、
あ
る

い
は
文
章
表
現
の
違
い
な
ど
の
た
め
、
既
存
作
品
と
は
徐
々
に
区
別
さ
れ
て
い
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く
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
末
頃
、
当
時
の
大
手
商
用
パ
ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス

「N
IFT

Y
-Serve

」
の
「
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ｓ
Ｆ
（」

を
舞
台
に
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
の
名
称
が
誕
生
し
、
現
在
に
受
け
継
が
れ
る
こ

と
と
な
っ
た（

（（
（

。

続
い
て
は
、
こ
う
し
た
出
来
事
の
背
景
に
あ
っ
た
同
時
代
動
向
に
注
目
し
た

い
。
当
時
、
後
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
形
作
る
こ
と
に
な
る
若
年
層
向
け
小
説
の

う
ち
、
特
に
目
立
っ
た
動
き
を
見
せ
て
い
た
の
は
Ｓ
Ｆ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ジ

ャ
ン
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
Ｓ
Ｆ
状
況
を
ま
と
め
た
『
Ｓ

Ｆ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ  
＇
８
６
─ 

＇
８
９ 

８
０
年
代
後
半
Ｓ
Ｆ
関
連
書
籍

目
録
＋
総
括
』（『
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
九
二
年
九
月
臨
時
増
刊
号
、
早
川
書

房
（
を
参
照
す
る
と
、
星
敬
「
総
論
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
受
け
ら
れ

る
。〝

浸
透
と
拡
散
〟
あ
る
い
は
〝
ト
ー
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
〟
の
時
代
と
呼
ば

れ
た
八
〇
年
代
初
頭
の
日
本
Ｓ
Ｆ
シ
ー
ン
は
、
八
〇
年
代
後
半
に
入
る
や

も
は
や
爛
熟
と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
状
況
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〝
Ｓ
Ｆ
〟
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
兼
ね
備
え
て
い
た
表
現
方
法
と
し
て
の
ス

タ
イ
ル
は
、
一
気
に
一
般
社
会
の
中
へ
と
蔓
延
し
て
い
く
。
と
同
時
に
、

〝
浸
透
と
拡
散
〟（
爛
熟
（
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、〝
Ｓ
Ｆ
〟
の
本
質
は
見

失
わ
れ
て
い
く
と
叫
ば
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
は
、
溢
れ
か
え
る

様
々
な
情
報
、
そ
し
て
驚
く
べ
き
早
さ
で
う
つ
ろ
い
変
わ
っ
て
い
く
社
会

情
勢
の
中
で
、
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
を
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
た
ら
し
め
ん
と
す
る
〝
共
通

認
識
〟
の
崩
壊
を
予
感
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
加
え
て
、
か
つ
て
Ｓ
Ｆ
フ

ァ
ン
の
間
で
は
、
あ
く
ま
で
も
サ
ブ
・
ジ
ャ
ン
ル
と
捉
え
ら
れ
、
語
ら
れ

て
き
た
映
画
、
ア
ニ
メ
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
個
々
の
メ
デ

ィ
ア
が
確
固
た
る
地
位
を
築
き
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
メ
デ
ィ
ア
に

お
け
る
〝
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
〟
を
獲
得
し
て
い
っ
た
（
中
略
（〝
Ｓ
Ｆ
〟
は
、

ま
さ
に
〝
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
〟
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
の
だ（

（（
（

。

ま
た
、
同
じ
「
総
論
」
に
お
い
て
星
敬
は
「
八
〇
年
代
後
半
、
日
本
Ｓ
Ｆ
シ

ー
ン
を
彩
る
二
つ
の
潮
流
」
と
し
て
、
田
中
芳
樹
、
荒
俣
宏
、
笠
井
潔
ら
の
Ｓ

Ｆ
作
品
を
生
ん
だ
新
書
ブ
ー
ム
と
合
わ
せ
、「
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
」
の
動
向

に
言
及
し
て
い
る
。

八
〇
年
代
後
半
を
彩
る
い
ま
一
つ
の
潮
流
は
、〝
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
〟

で
あ
る
。
Ｓ
Ｆ
、
伝
奇
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
、
そ
し
て
ア
ニ
メ
に
ゲ
ー
ム
。

〝
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
〟
は
、
既
存
の
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
ど
ん
欲
に

包
含
し
、
八
八
年
以
降
急
速
に
一
大
勢
力
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
と
な

る
。
と
同
時
に
、
や
が
て
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
〝
異
世
界
フ
ァ
ン
タ
ジ

ィ
〟
ブ
ー
ム
へ
の
布
石
と
も
な
る
働
き
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
の
だ（

（1
（

。

さ
ら
に
『
Ｓ
Ｆ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ  

＇
８
６
─ 

＇
８
９ 

８
０
年
代
後
半

Ｓ
Ｆ
関
連
書
籍
目
録
＋
総
括
』
は
「
総
論
」
に
続
き
、「
海
外
Ｓ
Ｆ
作
品
」、

「
文
学
境
界
作
品
の
紹
介
」、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
」、「
モ
ダ
ン
ホ
ラ
ー
」、「
国
内

Ｓ
Ｆ
作
品
」、「
純
文
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
伝
奇
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」、「
ヤ

ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
」、「
ゲ
ー
ム
・
ブ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
・
ノ
ベ
ル
」
の
項
目
が
立
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て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
小
谷
真
理
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
」
の
項
に
は
、
星
敬

が
言
及
し
て
い
た
「
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
」
へ
の
指
摘
が
見
ら
れ
た
。

八
〇
年
代
後
半
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
市
場
を
支
え
て
い
た
の
は
単
独
の
「
小

説
読
み
」
読
者
に
か
ぎ
ら
な
い
。
む
し
ろ
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
す
な
わ

ち
映
画
・
ビ
デ
オ
・
ア
ニ
メ
・
Ｒ
Ｐ
Ｇ
・
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
他
ジ

ャ
ン
ル
の
消
費
者
の
力
が
交
錯
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。（
中
略
（

八
六
年
か
ら
八
九
年
ま
で
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
事
情
の
う
ち
、
も
っ
と
も
大

き
な
も
の
は
、
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
っ
て
、
異
世
界
フ
ァ
ン

タ
ジ
ィ
分
野
が
大
き
く
拡
大
し
た
こ
と
だ
ろ
う（

（1
（

。

こ
こ
で
言
う
「
Ｒ
Ｐ
Ｇ
」
と
は
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
」
の
略
で
あ

り
、
一
九
八
〇
年
代
に
隆
盛
し
た
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
や

Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
な
ど
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
例
え
ば
前
者
な
ら
『
Ｄ
＆
Ｄ
（
ダ
ン
ジ
ョ
ン
ズ
＆
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
（』、
後
者
な
ら
国
民
的
人
気
を
誇
る
『
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
』
や
『
フ
ァ
イ

ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
等
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
先
の
指
摘
に
も
あ
る
通

り
、
こ
れ
ら
ゲ
ー
ム
の
存
在
が
「
異
世
界
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
」
の
拡
大
を
誘
発

し
、
後
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
隆
盛
し
て
い
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
の
土
台
を
築

い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

そ
し
て
「
日
本
Ｓ
Ｆ
シ
ー
ン
を
彩
る
二
つ
の
潮
流
」
と
評
さ
れ
た
「
ヤ
ン

グ
・
ア
ダ
ル
ト
」
の
項
で
は
、
尾
之
上
俊
彦
が
一
九
八
六
年
以
前
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

八
〇
年
代
前
半
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
に
始
ま
る
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
を
背

景
に
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
が
手
が
け
る
ア
ニ
メ
・
ノ
ヴ
ェ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
く
る
。
徳
間
書
店
〈
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
文
庫
〉

の
よ
う
に
、
そ
れ
を
ウ
リ
に
し
た
文
庫
が
登
場
す
る
ほ
ど
ア
ニ
メ
の
影
響

は
大
き
く
、
ま
た
ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
文
庫
全
体
の

対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
結
果
と
な
る
。
同
時
に
、
夢
枕
獏
《
キ
マ

イ
ラ
》、
菊
地
秀
行
《
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
》
と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
が
、

Ｓ
Ｆ
と
ア
ニ
メ
と
い
う
二
極
の
間
を
繋
ぐ
、
新
し
い
対
象
層
の
開
拓
を
行

っ
て
い
く
。
続
い
て
角
川
書
店
が
文
庫
、
新
書
を
通
じ
て
こ
の
分
野
に
参

入
。
Ｒ
Ｐ
Ｇ
と
い
う
新
し
い
ゲ
ー
ム
の
紹
介
で
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ィ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
（
中
略
（、
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
が
一
時
的
に

鎮
静
化
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
求
め
ら
れ
は
じ
め
る
、
と
い
っ
た
動
き

が
続
く
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
現
在
の
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
・
シ
ー
ン
の

直
接
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、
藤
川
桂
介
《
宇
宙
皇
子
》、
笹
本
祐
一

《
妖
精
作
戦
》
の
両
シ
リ
ー
ズ
で
あ
ろ
う
。
成
人
向
け
、
ジ
ュ
ニ
ア
向
け

の
レ
ー
ベ
ル
が
互
い
に
ず
れ
動
い
て
重
な
り
あ
っ
た
点
、
そ
こ
に
Ｙ
Ａ
と

い
う
新
し
い
〝
市
場
〟
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ

ィ
に
題
材
を
求
め
た
、
ア
ニ
メ
世
代
向
け
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
萌
芽

が
こ
う
し
て
起
こ
る（

（1
（

。

以
上
の
指
摘
や
解
説
の
内
容
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代
の
Ｓ
Ｆ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
は
小
説
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
「
浸
透
と
拡
散
」
が
進
み
、
複
数
の
ジ

ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
を
巻
き
込
む
「
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
」
の
状
況
が
現
れ
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て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
「
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
」
は
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
要
素
を
摂
取
し
な
が
ら
大
き
な
成
長
を
遂
げ
、「〝
異
世
界

フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
〟
ブ
ー
ム
へ
の
布
石
と
も
な
る
働
き
」
や
「
ア
ニ
メ
世
代
向
け

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
萌
芽
」
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
小
説
の
読
者
層

に
つ
い
て
も
、
主
に
ア
ニ
メ
と
の
関
係
の
な
か
で
変
化
が
起
き
て
い
た
模
様

だ
。
そ
し
て
、
こ
の
状
況
下
で
創
刊
さ
れ
た
若
年
層
向
け
小
説
誌
こ
そ
、
本
稿

が
取
り
上
げ
る
『
獅
子
王
』
と
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
で
あ
っ
た
。

３　
﹁
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
雑
誌
版
﹂
と
位
置
付
け
ら
れ
た
﹃
獅
子
王
﹄

一
九
八
五
年
五
月
創
刊
の
『
獅
子
王
』
は
季
刊
誌
と
し
て
刊
行
が
始
ま
り
、

八
六
年
九
月
号
か
ら
月
刊
化
し
た
後
、
九
二
年
五
月
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ

た（
（3
（

。『
雑
誌
新
聞
総
か
た
ろ
ぐ
』（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
（
に
よ

れ
ば
、
発
行
部
数
は
八
万
部
、
読
者
は
高
校
生
中
心
の
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
で
、

「
同
社
（
引
用
者
註
：
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
（
が
発
行
す
る
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
雑
誌

版
。
Ｓ
Ｆ
や
冒
険
も
の
等
の
小
説
と
イ
ラ
ス
ト
を
合
体
さ
せ
た
ラ
イ
ト
感
覚
の

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
を
目
指
し
た
小
説
誌（

（3
（

」
で
あ
る
と
い

う
。ソ

ノ
ラ
マ
文
庫
と
は
、
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
が
一
九
七
五
年
に
創
刊
し
た
文
庫
レ

ー
ベ
ル
で
あ
り
、
前
掲
『
Ｓ
Ｆ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ  

＇
８
６
─ 

＇
８
９ 

８

０
年
代
後
半
Ｓ
Ｆ
関
連
書
籍
目
録
＋
総
括
』
の
「
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
」
で
も

ふ
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
当
時
を
代
表
す
る
若
年
層
向
け
小
説
の
刊
行
元
だ

っ
た
。
ま
た
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
は
、
創
刊
当
初
か
ら
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
風
の
イ
ラ

ス
ト
を
添
付
し
た
作
品
の
刊
行
が
目
立
ち
、
現
在
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
と
っ
て

重
要
な
源
流
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
な
お
、
前
掲
の
紹
介
文
に
よ
れ

ば
、『
獅
子
王
』
は
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
「
雑
誌
版
」
で
あ
り
、「
小
説
と
イ
ラ
ス

ト
を
合
体
さ
せ
た
ラ
イ
ト
感
覚
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
」
が

目
指
さ
れ
て
い
た
。
後
に
誕
生
す
る
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
の
名
称
は
、
ソ
ノ
ラ

マ
文
庫
を
含
め
た
若
年
層
向
け
小
説
が
持
つ
内
容
的
な
「
軽
さ
・
軽
や
か
さ
」

が
命
名
の
一
因
だ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば（

11
（

、『
獅
子
王
』
が
打
ち
出
し
た
「
ラ
イ

ト
感
覚
」
は
そ
の
先
駆
と
言
え
よ
う
。

で
は
実
際
、『
獅
子
王
』
は
ど
ん
な
「
ラ
イ
ト
感
覚
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
エ
ン

タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
」
を
展
開
し
た
の
か
。
創
刊
号
を
確
認
す
る
と
（
図
１
（、

特
徴
的
な
の
は
や
は
り
、
小
説
誌
と
し
て
は
稀
有
な
Ｂ
５
判（

1（
（

の
誌
面
に
配
さ
れ

た
イ
ラ
ス
ト
の
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、
読
者
の
目
を
引
く
表
紙
に
は
天
野
喜

孝
の
イ
ラ
ス
ト
を
採
用
し
、
巻
頭
の
「T

H
E SH

I SH
I O

H
 GA

LLERY

」

と
題
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
見
開
き
の
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
た
。

ま
た
、
加
藤
直
之
、
山
田
章
博
、
畑
農
照
雄
、
高
橋
葉
介
、
美
樹
本
晴
彦
、
と

り
・
み
き
な
ど
、
当

時
の
著
名
な
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
や
マ
ン

ガ
家
が
手
掛
け
た
挿

絵
を
小
説
に
添
え
、

目
次
に
は
執
筆
作
家

と
並
ん
で
イ
ラ
ス
ト

担
当
者
の
名
を
記
載

図1：『獅子王』創刊号
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し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
イ
ラ
ス
ト
を
配
し
た
小
説
の
書
き
手
は
、
夢
枕

獏
、
菊
地
秀
行
と
い
っ
た
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
作
家
が
多
く
、
小
説
（
活
字
（
と

イ
ラ
ス
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
も
加
味
す
る
な
ら
、
ま
さ
に
『
獅

子
王
』
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
一
源
流
と
言
わ
れ
た
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
「
雑
誌

版
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
獅
子
王
』
は
、
音
楽
、
ビ
デ
オ
、
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
、
映
画
、
本
な
ど
に

関
す
る
連
載
コ
ラ
ム
の
ほ
か
、
連
載
マ
ン
ガ
や
読
者
投
稿
欄
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
擁
し
、
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
が
同
居
す
る
情
報
誌
と
し
て
の
側

面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
な
誌
面
作
り
は
創
刊
号
以
降
も
続
き
、

作
家
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
入
れ
替
え
、
コ
ラ
ム
や
読
者
投
稿
欄
の
拡
充
等

が
図
ら
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
『
獅
子
王
』
が
掲
げ
た
「
ラ
イ
ト
感
覚
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
」
は
、
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
特
徴
を
継
承
し
た
作

品
群
と
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
情
報
が
交
錯
し
た
環

境
下
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
星
敬
や
小
谷
真
理
の
指
摘
を
踏

ま
え
る
な
ら
、
Ｓ
Ｆ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
お
け
る
「〝
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
〟

の
時
代
」
の
到
来
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

続
い
て
は
『
獅
子
王
』
と
読
者
の
関
係
に
目
を
向
け
た
い
。『
出
版
指
標
年

報
』（
全
国
出
版
協
会
出
版
科
学
研
究
所
（
に
よ
れ
ば
、
同
誌
は
創
刊
当
初
か

ら
「
読
者
の
反
応
は
上
々
で
３
号
目
（
（（
月
発
行
（
か
ら
２
万
部
上
積
み（

12
（

」
す

る
実
績
を
残
し
て
お
り
、
一
定
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
読
者
投
稿
欄
「
獅
子
王
ジ
ャ
ッ
ク
」
を
確
認
す
る
限

り
、
創
刊
二
号
の
時
点
か
ら
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
既
存
読
者
を
筆
頭
に
、
執
筆
作

家
や
イ
ラ
ス
ト
に
魅
か
れ
て
同
誌
を
購
入
し
た
と
の
投
稿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
ん
に
ち
は
！　

新
聞
で
、「
獅
子
王
」
の
広
告
を
見
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
菊
地
秀
行
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。
菊
地
さ
ん
の
本
は
ぜ
ん
ぶ
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
天
野
喜
孝
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
も
大
す
き
。
夢
枕
獏

さ
ん
の
「
キ
マ
イ
ラ
如
来
編
」
も
、
ず
っ
と
つ
づ
け
て
ほ
し
い
な
っ（

11
（

！

ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
は
、
五
十
冊
く
ら
い
読
ん
で
い
ま
す
。
本
を
買
う
時
は
、

「
さ
し
絵
」「
装
丁
」
な
ど
が
い
い
の
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
ぇ
。「
獅

子
王
」
も
、
表
紙
が
い
い
ん
で
買
っ
て
み
ま
し
た
。
内
容
も
濃
く
、
清
水

義
範
さ
ん
の
作
品
を
楽
し
く
、
読
み
ま
し
た（

11
（

。

ま
た
、
こ
の
読
書
投
稿
欄
に
は
雑
誌
の
連
載
作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ソ
ノ
ラ

マ
文
庫
の
刊
行
作
品
に
関
す
る
投
稿
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
編
集
部
に
よ
る
意

図
的
な
選
定
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
が
、
掲
載
頻
度
を
考
慮
す
れ

ば
、
同
文
庫
を
経
て
『
獅
子
王
』
の
読
者
と
な
る
ケ
ー
ス
は
決
し
て
少
な
く
な

か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
以
下
に
示
す
投
稿
と
、
そ

れ
に
対
す
る
編
集
部
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

僕
が
小
説
と
い
う
も
の
を
初
め
て
手
に
し
て
読
ん
だ
の
が
去
年
の
夏
、
そ

れ
ま
で
は
根
っ
か
ら
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
派
で
し
た
。
そ
の
た
め
か
「
小

説
な
ん
て
字
ば
っ
か
り
で
つ
ま
ら
な
い
し
絵
が
な
き
ゃ
何
し
て
る
の
か
ぜ

ん
ぜ
ん
分
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
本
気
で
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
あ

る
日
マ
ン
ガ
本
で
も
買
お
う
か
と
思
い
本
屋
へ
行
き
そ
の
棚
へ
と
歩
い
て

い
ま
し
た
。
ふ
と
下
の
棚
を
見
お
ろ
す
と
と
て
も
可
愛
い
女
の
子
が
描
か
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れ
て
い
る
Ｓ
Ｆ
小
説
が
目
に
入
り
少
し
考
え
た
あ
と
そ
れ
を
手
に
と
り
、

本
来
の
目
的
で
あ
る
マ
ン
ガ
本
と
一
緒
に
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
時

初
め
て
買
っ
た
Ｓ
Ｆ
小
説
は
笹
本
祐
一
先
生
作
「
カ
ー
ニ
バ
ル
ナ
イ
ト
」

で
し
た
。
そ
し
て
次
の
日
か
ら
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
派
か
ら
小
説
派
に
チ
ェ

ン
ジ
! !
早
々
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
・
Ⅱ
を
そ
ろ
え
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅳ
の
出
る
の
を
ど

ん
な
に
待
ち
望
ん
だ
か
！
待
っ
て
い
る
間
に
も
い
ろ
い
ろ
な
Ｓ
Ｆ
小
説
を

読
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
マ
ン
ガ
：
小
説
が
２
：
８
の
割

合
に
な
っ
て
し
ま
い
今
で
は
「
本
屋
と
言
え
ば
Ｓ
Ｆ
小
説
」
と
い
う
く
ら

い
Ｓ
Ｆ
小
説
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
中
略
（
ま
だ
こ
の
世
界

に
入
っ
て
半
年
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す（

11
（

。

く
く
く
っ
…
（
男
泣
き
を
し
て
い
る
（
な
ん
と
嬉
し
い
お
手
紙
！
「
小
説

の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」
─
「
獅
子
王
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
お
い
て
他
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
Ｓ
Ｆ
に
限
ら
ず
、「
獅
子
王
」、
こ

れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
面
白
い
小
説
を
載
せ
て
行
き
ま
す（

13
（

！
こ
の
投
稿
は

「
小
説
な
ん
て
字

ば
っ
か
り
で
つ
ま

ら
な
い
し
絵
が
な

き
ゃ
何
し
て
る
の

か
ぜ
ん
ぜ
ん
分
か

ら
な
い
」
と
の
文

言
が
示
す
よ
う
に
、
活
字
の
み
の
小
説
に
抵
抗
感
を
持
つ
「
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

派
」
の
読
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
を
手
に
し

た
の
は
「
可
愛
い
女
の
子
が
描
か
れ
て
い
る
」
た
め
で
あ
り
（
図
２
（、
イ
ラ

ス
ト
が
小
説
を
読
む
直
接
的
な
き
っ
か
け
に
な
り
得
た
事
実
が
う
か
が
え
よ

う
。
そ
し
て
続
く
編
集
部
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、『
獅
子
王
』
は
読
者
に
「
小
説

の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」
雑
誌
（
媒
体
（
を
目
指
す
と
の
抱
負
が
述

べ
ら
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
『
獅
子
王
』
は
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
と
同
じ
く
、
小
説
（
活
字
（
と
イ

ラ
ス
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
訴
求
力
を
も
っ
て
、
新
た
な
読
者

を
小
説
の
世
界
へ
と
誘
う
役
割
を
担
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
『
獅
子
王
』
が
打
ち
出
し
た
「
ラ
イ
ト
感
覚
」
に
は
、
若
年
層
読
者
が
小
説

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
上
で
の
「
手
軽
さ
・
容
易
さ
」
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
現
在
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
同
様
の
読
書
様
態
が
読
者

の
間
で
形
成
さ
れ
て
い
く
契
機
を
、
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
や
『
獅
子
王
』
は
確
か
に

生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

４　
﹁
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
世
代
﹂
を
意
識
し
た
﹃
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
﹄

創
刊
か
ら
し
ば
ら
く
は
商
業
的
に
好
調
を
キ
ー
プ
し
、
多
く
の
読
者
を
獲
得

し
て
い
た
『
獅
子
王
』
だ
っ
た
が
、
月
刊
化
以
降
は
長
い
低
調
傾
向
が
続
く
こ

と
と
な
る
。
そ
の
原
因
を
一
九
八
八
年
発
行
の
『
出
版
指
標
年
報
』
は
、「
小

説
誌
は
季
刊
で
作
家
に
じ
っ
く
り
書
か
せ
た
も
の
を
載
せ
る
と
売
れ
行
き
が
か

な
り
良
い
。（
中
略
（
隔
月
刊
や
月
刊
に
刊
行
を
早
め
る
と
途
端
に
売
れ
行
き

図2： 笹本祐一『カーニバル・ナイト』
（ソノラマ文庫、1985年）
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が
悪
く
な
る
。
読
者
も
毎
月
つ
き
あ
い
き
れ
ず
、
返
品
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
る

か
ら
だ
」
と
し
て
、
同
誌
の
月
刊
化
に
求
め
て
い
た（

13
（

。
な
お
、
こ
の
指
摘
は

『
獅
子
王
』
を
含
む
小
説
誌
全
体
を
対
象
と
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
当
時
の
小

説
誌
が
直
面
し
て
い
た
苦
境
が
見
て
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
指
摘

が
行
わ
れ
て
い
た
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
月
刊
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
若

年
層
向
け
小
説
誌
が
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
で
あ
っ
た
。

富
士
見
書
房
が
一
九
八
八
年
一
月
に
創
刊
し
た
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』

は
、『
獅
子
王
』
よ
り
大
き
い
Ａ
４
変
型
サ
イ
ズ
の
月
刊
誌
で
あ
り
、
二
〇
〇

八
年
五
月
号
か
ら
の
隔
月
刊
化
で
Ｂ
５
判
に
変
更
さ
れ
て
以
降
、
現
在
も
刊
行

を
継
続
中
で
あ
る
。
ま
た
、
同
誌
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
古
参
レ
ー
ベ
ル
と
し
て

知
ら
れ
る
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
に
先
駆
け
て
刊
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。

両
者
の
創
刊
作
業
に
関
わ
っ
た
編
集
者
の
小
川
洋
に
よ
れ
ば
、
同
文
庫
の
企
画

が
通
っ
た
後
、
新
人
賞
の
母
体
と
な
る
雑
誌
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う（

13
（

。
そ
の
結

果
、
雑
誌
（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』（、
文
庫
レ
ー
ベ
ル
（
富
士
見
フ
ァ
ン
タ

ジ
ア
文
庫
（、
新
人
賞

（
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
長
編

小
説
大
賞
（
現
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
大
賞
（（
の

三
者
が
密
接
に
連
携

し
、
作
家
・
作
品
の

供
給
や
企
画
展
開
を

行
う
体
制
が
早
く
か

ら
整
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

21
（

。
こ
れ
は
先
の
『
獅
子
王
』
に
は
な
い
大
き
な
特
徴

だ
っ
た
。

さ
ら
に
『
雑
誌
新
聞
総
か
た
ろ
ぐ
』
の
雑
誌
分
類
に
着
目
す
る
と
、『
獅
子

王
』
が
「
大
衆
文
芸
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は

「
ヤ
ン
グ
」
に
分
類
さ
れ
、「
青
少
年
向
け
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ホ
ビ
ー
＆
ス
ト
ー

リ
ー
雑
誌
。︹
１
︺
若
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
企
画 

︹
２
︺
ホ
ビ
ー
や
遊
び
を
中
心
と
す
る
情
報 

︹
３
︺
有
力
執
筆
陣
に
よ
る
、
コ

ミ
ッ
ク
＆
ノ
ベ
ル
を
柱
と
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
若
者
向
け
雑
誌
で
あ
る
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
た（

2（
（

。
す
な
わ
ち
同
誌
は
、
若
年
層
向
け
小
説
誌
の
性
格
を
有
し

な
が
ら
も
、『
獅
子
王
』
以
上
に
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
抱
え
た
「
新
し
い
タ

イ
プ
の
若
者
向
け
雑
誌
」
と
し
て
登
場
し
、
既
存
の
小
説
誌
と
の
差
別
化
を
図

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
創
刊
号
で
は
、
表
紙
を
コ
ス
プ
レ
姿
の
ア
イ
ド

ル
が
飾
り
（
図
３
（、
巻
頭
に
は
見
開
き
の
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
用
い

た
特
集
記
事
が
組
ま
れ
た
ほ
か
、
イ
ラ
ス
ト
を
添
付
し
た
小
説
に
加
え
、
マ
ン

ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
模
型
、
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
、
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
情
報
を
網
羅
的
に
掲
載
し
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
外
見
的
に
は
小
説
誌
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
マ
ン
ガ
雑
誌
や
ア
ニ
メ
雑

誌
、
あ
る
い
は
ア
イ
ド
ル
雑
誌
に
近
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
誌
面
作
り
が
行
わ

れ
た
要
因
を
探
る
上
で
示
唆
に
富
む
の
が
、
創
刊
号
の
巻
頭
言
で
あ
る
。

ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
だ
！

デ
ィ
オ
ラ
マ
、
コ
ミ
ッ
ク
、
小
説
、
ゲ
ー
ム
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

既
成
の
枠
を
超
え　

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世

図3：『ドラゴンマガジン』創刊号
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界
が
限
り
な
く
広
が
っ
て
い
く　

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
世
代
の
た
め
の

〈
夢
の
王
国
〉、
月
刊
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン　

驚
き
と
楽
し
さ
と
感
動
を
つ

め
こ
ん
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
新
た
な
る
次
元
に
突
入
し
た（

21
（

！

『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
創
刊
前
に
作
成
さ
れ
た
媒
体
資
料
な
ど
を
見
る
限

り
、
こ
こ
で
言
う
「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
世
代
」
と
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ
、
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｕ
Ａ
Ｌ
で
育
っ
た
」
あ
る
い
は
「
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
で
育
っ
た
」
十
代
の
中

高
生
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
誌
の
想
定
読
者
は
ビ
ジ
ュ
ア

ル
重
視
の
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
て
き
た
若
年
層
で
あ
り
、
必
ず
し
も
既
存
の
小
説

読
者
で
は
な
い
。
そ
ん
な
彼
ら
を
同
誌
の
読
者
と
す
べ
く
取
ら
れ
た
方
策
が
、

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
行
わ
れ
る
「
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
（」
や
「
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
」
の
表
現
で
あ
る
。
以
下
は
先
に
挙
げ
た
巻
頭
言
の

続
き
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ま
さ
し
く
、
尾
之
上
俊
彦
が
言
及
し
た
「
ア
ニ

メ
世
代
向
け
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
萌
芽
」
を
如
実
に
示
す
も
の
だ
っ
た
。

夢
─
そ
れ
は
人
々
を
未
知
の
世
界
へ
運
び
、
勇
気
と
希
望
を
あ
た
え
る
。

夢
─
美
し
く
、
楽
し
く
、
時
に
は
恐
ろ
し
く
、
悲
し
い
。
夢
見
る
心
を
持

つ
人
は
幸
せ
だ
、
日
常
で
は
決
し
て
味
わ
え
ぬ
豊
か
な
体
験
と
感
動
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
。
今
こ
こ
に
産
ぶ
声
を
あ
げ
た
「
月
刊
ド

ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
は
、
そ
ん
な
〝
夢
見
る
心
〟
を
持
つ
人
た
ち
の
雑
誌

だ
。
夢
を
実
体
化
し
て
見
せ
て
く
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
だ

が
、
そ
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
物ス

ト
ー
リ
ー語

だ
。
一
枚
の
絵
を
見
る
時
、
人
は

情
景
を
思
い
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る
。
そ
こ
に
感
動
が
生
ま
れ

る
。
ス
ト
ー
リ
ー
こ
そ
、
夢
を
実
感
す
る
た
め
の
〈
鍵
〉
な
の
だ
。「
月

刊
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
は
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

中
心
に
し
て
、
大
迫
力
の
デ
ィ
オ
ラ
マ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
小
説
、
コ
ミ
ッ

ク
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
最
先
端
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
駆
使
し
て
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
を
表
現
し
て
い
く（

22
（

。

他
方
、
読
者
の
特
徴
や
傾
向
を
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
読
者
投
稿
欄

「D
RA

GO
N

 SCRA
M

BLE

」
か
ら
探
っ
て
い
く
と
、
例
え
ば
当
時
の
Ｒ
Ｐ
Ｇ

に
親
し
ん
で
い
た
読
者
や
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ア
イ
ド
ル
な
ど
、
多
様
な
ジ

ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
を
同
時
並
行
的
に
受
容
し
て
い
た
読
者
の
投
稿
が
散
見
さ

れ
る
。実

は
私
は
ア
ニ
メ
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
ア
イ
ド
ル
（
特
に
浅
香
唯
さ
ん
（
の

フ
ァ
ン
で
し
て
、
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
で
創
刊
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
Ｄ

Ｍ
を
買
う
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
す
み
ま
せ
ん
（。
た
だ
、
浅
香
さ

ん
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
た
め
、
表
紙
に
ひ
か
れ
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
で
も
Ｄ
Ｍ
は
私
の
予
想
と
ま
る
で
違
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
よ
う

な
、
欲
ば
り
の
人
に
は
持
っ
て
こ
い
の
雑
誌
で
す
ね
。
小
説
や
ま
ん
が

は
、
他
の
雑
誌
で
も
載
っ
て
い
る
の
は
あ
る
け
れ
ど
、
ア
ニ
メ
や
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
（
模
型
（
や
、
ア
イ
ド
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
誌
に
わ
か
れ
て
い

る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
私
の
よ
う
な
趣
味
の
人
に
と
っ
て
は
つ
ら
い

の
で
す
（
お
金
が
た
り
な
い
（。
そ
の
点
、
Ｄ
Ｍ
は
あ
ま
り
た
く
さ
ん
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
気
が
出
そ
う
と
か
、
期
待
で
き
る
も
の
を
取
り
上
げ
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て
い
る
の
で
、
充
分
満
足
で
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も
得
し
た
気
分
で
す（

21
（

。

自
分
の
好
き
な
浅
香
唯
が
表
紙
に
な
っ
て
い
る
雑
誌
が
書
店
に
あ
っ
た
の

で
、
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
の
本
か
な
？
と
思
っ
て
買
っ
て
み
た
が
、
Ｓ
Ｆ
や
ア
ニ

メ
、
小
説
が
好
き
な
自
分
に
は
な
か
な
か
う
れ
し
い
雑
誌
だ
。
出
渕
裕
、

い
の
ま
た
む
つ
み
、
天
野
喜
孝
、
赤
川
次
郎
な
ど
、
キ
ャ
ス
ト
も
豪
華
で

楽
し
い
。
Ｒ
Ｐ
Ｇ
が
好
き
な
自
分
に
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
・
Ｂ
Ｏ
Ｘ
も
な
か
な
か
お

も
し
ろ
く
思
え
る
。
赤
川
次
郎
の
小
説
は
お
も
し
ろ
い
の
で
ペ
ー
ジ
を
増

や
し
て
ほ
し
い
で
す（

21
（

。

『
風
の
大
陸
』、
と
て
も

お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
な
ん
て
い
う
か
、

自
分
が
は
ま
っ
ち
ゃ
っ

た
感
じ
で
し
た
。
こ
ー

い
う
タ
イ
プ
の
小
説
を

も
っ
と
載
せ
て
く
だ
さ

い
！
お
願
い
し
ま
す
! !

そ
れ
に
し
て
も
、
Ｄ
Ｍ

っ
て
ホ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー

タ
イ
プ
の
雑
誌
で
す

ね
！
小
説
も
あ
り
、
コ

ミ
ッ
ク
も
あ
り
、
ア
イ

ド
ル
も
あ
っ
て
、
し
か
も
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
ペ
ー
ジ
も
あ
る
ん
だ
か
ら
（
私
は
こ

れ
は
た
だ
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
ま
す
（。
ず
ー
っ
と
応
援
し
ま
す
か

ら
ね
！
い
ま
も
友
だ
ち
に
宣
伝
し
ま
く
っ
て
る
ん
で
す（

21
（

よ
！

こ
れ
ら
三
つ
の
投
稿
か
ら
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
創
刊
当
初
の
読
者
に

つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
ま
ず
は
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
で
創
刊
は

知
っ
て
い
た
」
と
の
記
述
か
ら
、
投
稿
者
の
な
か
に
ア
ニ
メ
誌
『N

ew
type

』

（
角
川
書
店
（
の
読
者
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
図
４
（。
ま
た
「
浅
香
唯

が
表
紙
に
な
っ
て
い
る
雑
誌
が
書
店
に
あ
っ
た
の
で
、
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
の
本
か

な
？
と
思
っ
て
買
っ
て
み
た
」
と
の
記
述
に
見
ら
れ
た
「
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
の
本
」

と
は
、
そ
の
特
徴
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
誌
『
コ
ン
プ
テ
ィ
ー
ク
』（
角
川
書

店
（
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
図
４
（。

ゆ
え
に
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
読
者
に
は
、
少
な
く
と
も
前
掲
二
誌
の

読
者
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
福
井
文
吾
「
コ

ミ
ッ
ク
の
巨
大
市
場 

Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
と
コ
ミ
ッ
ク
の
新
た
な
〝
結
合
〟」（『
創
』

一
九
九
一
年
九
月
号
、
創
出
版
（
に
よ
れ
ば
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
か
ら

見
た
『N

ew
type

』
と
『
コ
ン
プ
テ
ィ
ー
ク
』
の
併
読
率
（
一
九
九
一
年
時

点
・
角
川
書
店
調
査
（
は
四
五
．
五
％
と
高
く
、
三
誌
で
読
者
を
共
有
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
購
入
動
機
と
し
て
掲
載
コ
ン
テ
ン
ツ
の
幅
広
さ
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
を
横
断

的
に
楽
し
む
読
者
が
想
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
を
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ

ン
』
が
取
り
込
ん
で
い
た
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
点
も
『
獅
子
王
』
が
見
せ
た
様
相
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
だ

図４：『Newtype』（左）と『コンプティーク』（右）
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が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
読
者
が
雑
誌
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
の
違
い
に
過
ぎ

な
い
。
論
者
が
創
刊
当
時
の
編
集
者
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
れ

ば
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
『
獅
子
王
』
と
同
様
に
、
読
者
を
小
説
の
世

界
へ
と
誘
う
目
標
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る（

23
（

。
一
方
、
読
者
投
稿

に
は
新
人
賞
で
あ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
長
編
小
説
大
賞
へ
の
応
募
を
検
討
す
る
内

容
も
見
受
け
ら
れ
、「
読
者
＝
作
家
志
望
者
」
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ

た
模
様
だ
。
さ
ら
に
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
長
編
小
説
大
賞
で
は
応
募
作
品
と
し

て
、
長
ら
く
「
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
読
者
を
対
象
と
す
る
長
編
小
説
」
が
求
め

ら
れ
て
き
た（

23
（

。
し
た
が
っ
て
、
作
家
志
望
者
に
と
っ
て
の
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ

ン
』
と
は
ま
さ
に
、
創
作
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
イ
メ
ー
ジ
の
摂
取
元
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る（

23
（

。

前
述
の
よ
う
に
、
創
刊
当
初
の
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
が
読
者
に
提
示
し

た
の
は
、
小
説
（
活
字
（
と
イ
ラ
ス
ト
、
な
ら
び
に
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ

ィ
ア
を
横
断
し
て
成
立
す
る
「
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
（」
や
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
世
界
」
だ
っ
た
。
創
刊
号
の
巻
頭
言
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
そ
こ
に
は

「
人
々
を
未
知
の
世
界
へ
運
び
、
勇
気
と
希
望
を
あ
た
え
」
る
「
夢
」、
お
よ
び

そ
の
実
体
化
に
伴
う
「
日
常
で
は
決
し
て
味
わ
え
ぬ
豊
か
な
体
験
と
感
動
」
の

追
求
と
い
う
、
同
誌
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し

て
同
誌
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
世
代
」
を
意
識

し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
重
視
の
姿
勢
を
掲
げ
、
小
説
の
受
容
（
雑
誌
と
文
庫
レ
ー
ベ

ル
（
と
創
作
（
新
人
賞
（
の
双
方
で
独
自
の
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ン
ダ
ー
ワ

ー
ル
ド
」
を
展
開
し
つ
つ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
様
態
を
育
む
機
会
を
読
者

に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る（

11
（

。

５　
お
わ
り
に

本
稿
は
若
年
層
向
け
小
説
誌
で
あ
る
『
獅
子
王
』
と
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ

ン
』
を
取
り
上
げ
、
両
誌
の
創
刊
当
初
を
中
心
に
そ
れ
ら
の
特
徴
を
把
握
し
つ

つ
、
現
在
見
ら
れ
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
様
態
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
両
誌
は
一
九
八
〇
年
代
の
若
年
層
向
け
小
説
、
特
に

Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
ジ
ャ
ン
ル
を
舞
台
と
し
た
「〝
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク

ス
〟
の
時
代
」
の
到
来
、「
ア
ニ
メ
世
代
向
け
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
萌
芽
」

を
背
景
と
し
て
、
独
自
の
〝
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
〟
を
発

信
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
小
説
（
活
字
（
と
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
風
の
イ
ラ

ス
ト
、
さ
ら
に
は
関
連
す
る
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
交
錯
さ
せ
る
と
い
う
、
メ
デ

ィ
ア
横
断
的
な
受
容
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
作
品
を
読
者
に
提
示
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
小
説
に
縁
の
な
か
っ
た
若
年
層
を
小
説
の
世

界
へ
引
き
込
む
事
態
を
生
み
出
し
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
様
態
が
読
者
の
間

で
育
ま
れ
て
い
く
契
機
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
両
誌
は
〝
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
〟
の
展
開
を
通

し
て
、
読
者
に
「
小
説
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」（
＝
小
説
の
新
規

読
者
を
獲
得
し
て
い
く
（
と
い
う
共
通
の
目
標
を
持
ち
つ
つ
も
、
そ
の
方
策
は

互
い
に
異
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
『
獅
子
王
』
の
場
合
は
「
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
の
雑

誌
版
」
と
し
て
、
小
説
（
活
字
（
と
イ
ラ
ス
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
ラ
イ
ト
感
覚
」
の
作
品
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
特
徴
的
だ
っ
た
も
の
の
、
あ

く
ま
で
雑
誌
の
体
裁
は
既
存
の
小
説
誌
を
踏
襲
し
て
い
た
。
一
方
で
『
ド
ラ
ゴ

ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
若
者
向
け
雑
誌
」
を
指
向
し
、
マ
ン
ガ
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雑
誌
や
ア
ニ
メ
雑
誌
を
彷
彿
さ
せ
る
誌
面
作
り
、『
獅
子
王
』
を
凌
ぐ
多
彩
な

コ
ン
テ
ン
ツ
の
掲
載
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
横
断
的
な
作
品
展
開
を
い
っ
そ
う

顕
著
な
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
同
誌
は
新
人
賞
と
の
連
携
に
よ
り
、
小
説
の
受

容
か
ら
創
作
へ
と
誘
導
す
る
経
路
を
創
刊
当
初
か
ら
整
備
し
て
お
り
、
後
の
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
を
担
う
作
家
・
作
品
の
供
給
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て
い
っ
た
点
も

注
目
に
値
す
る
。
以
上
の
差
異
に
つ
い
て
は
今
後
、
両
誌
の
誌
面
内
容
を
よ
り

細
か
く
分
析
し
、
あ
ら
た
め
て
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

『
獅
子
王
』
と
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』。
両
誌
が
生
ん
だ
〝
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
〟
の
か
た
ち
は
、
現
在
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
読
書
を

考
え
る
上
で
不
可
欠
な
の
は
間
違
い
な
い
。
言
う
な
れ
ば
両
誌
は
、
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
を
め
ぐ
る
読
者
の
「
読
み
」
と
、
読
書
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
生
み
出
し

た
一
源
流
で
あ
り
、
過
去
と
現
在
の
様
相
を
繋
ぎ
得
る
接
合
点
な
の
で
あ
る
。

［
付
記
］

本
稿
の
執
筆
に
関
わ
る
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
小
川
洋
氏
、
竹
中
清
氏
、
新

城
カ
ズ
マ
氏
、
伊
藤
ヒ
ロ
氏
よ
り
ご
支
援
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦

的
萌
芽
研
究（（K

（2（（（

「
現
代
日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
横
断
型
コ
ン
テ
ン

ツ
に
関
す
る
発
信
お
よ
び
受
容
に
つ
い
て
の
研
究
」（
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

［
注
］ 

（
１
（
ジ
ェ
ラ
ー
ル
＝
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
著
書
『
ス
イ
ユ
─
テ
ク
ス
ト
か
ら
書
物
へ
』

（
和
泉
涼
一
訳
、
水
声
社
、
二
〇
〇
一
年
（
に
お
い
て
、
活
字
を
取
り
囲
ん
で
「
書

物
」
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
要
素
に
注
目
し
、
そ
こ
に
存
在
す
る
「
あ
る
種
の

語
用
論
お
よ
び
戦
略
の
特
権
的
な
場
、
テ
ク
ス
ト
の
よ
り
正
し
い
受
容
と
よ
り
妥

当
な
読
み
の
た
め
に
大
衆
に
働
き
か
け
る
特
権
的
な
場
」（
一
二
頁
（
を
「
パ
ラ
テ

ク
ス
ト
」
と
呼
び
、
間
テ
ク
ス
ト
性
（
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
の

一
種
と
見
な
し
た
。
後
述
す
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
ジ
ャ
ン
ル
形
成
の
現
在
か
ら
視
え
る
も
の
─
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
分
析
試
論
」

（『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』
第
四
号
、
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
学
会
、
二
〇
一
〇

年
十
月
（
を
参
照
。

（
２
（「
特
集 

文
庫
マ
ー
ケ
ッ
ト
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
５
」、『
出
版
月
報
』
二
〇
一
六
年

三
月
号
、
全
国
出
版
協
会
・
出
版
科
学
研
究
所
、
四
～
一
三
頁
。

（
３
（
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
「
平
成
2（
年
度
『
朝
の
読
書
』
の
人
気
本
調
査
結
果
発

表
」（
二
〇
一
五
年
五
月
八
日
更
新
（、
ト
ー
ハ
ン
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、http://

w
w

w
.tohan.jp/new

s/20（（0（0（_（（（.htm
l

、
二
〇
一
六
年
九
月
二
五
日
ア
ク
セ

ス
。

（
４
（
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
学
校
教
育
に
お
け
る
読
書
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
種
の
読
書
調

査
を
も
と
に
状
況
報
告
が
行
わ
れ
て
き
た
。
現
状
を
分
析
し
た
直
近
の
成
果
と
し

て
、
例
え
ば
大
橋
崇
行
「
中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
読
書
の
現
状
と
そ
の
問
題
点

─
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
位
置
と
国
語
教
育
、
読
書
指
導
─
」（『
東
海
学
園
大
学
研
究

紀
要
：
人
文
科
学
研
究
編
』
第
二
一
号
、
東
海
学
園
大
学
、
二
〇
一
六
年
三
月
（

が
あ
る
。

（
５
（
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
作
家
の
新
城
カ
ズ
マ
は
著
書
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新
書
、
二
〇
〇
六
年
（
に
お
い
て
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
素
早
く
伝
え
る
方
法
と
し
て
イ
ラ
ス
ト
等
を
意
識
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
に
特
化
し
て
き
た
、
二
十
世
紀
末
～
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
小
説
の
一
手
法
」（
二
〇
三
頁
（
と
定
義
し
、
作
家
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
イ

ラ
ス
ト
が
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
６
（
例
え
ば
、
安
倍
大
輔
「
子
ど
も
の
読
書
と
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」（『
子
ど
も
の
し
あ
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わ
せ
』
二
〇
〇
八
年
五
月
号
、
草
土
文
化
（
は
、「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
消
費
主
義
の

中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
」
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
方
に
ど
う
い
っ
た

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
の
両
面
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」（
二
三
頁
（
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

（
７
（
千
田
洋
幸
『
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
思
想
圏　

文
学
と
の
接
続
可
能
性
あ
る
い

は
不
可
能
性
』、
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
三
年
、
一
七
八
頁
。

（
８
（
一
柳
廣
孝
・
久
米
依
子
編
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』、
青
弓
社
、

二
〇
一
三
年
、
一
五
頁
。
ま
た
、
一
柳
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
「
読
む
」
と
は
何
か
」

（『LISN
 : Library &

 inform
ation science new

s

』
第
一
五
九
号
、
キ
ハ
ラ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
、
二
〇
一
四
年
三
月
（
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
一
般
文
芸
等
と

比
較
す
る
こ
と
自
体
を
「
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と
指
摘
し
、「
何
よ
り
も
ラ
ノ
ベ
は
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
結
の
様
態
に
こ

そ
特
徴
が
あ
る
」（
五
頁
（
と
述
べ
て
い
る
。

（
９
（
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
中
心
的
に
扱
っ
て
は
い
な
い
が
、
関
連
性
の
高
い
文
学
研
究

の
先
行
論
と
し
て
、
和
田
敦
彦
『
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
読
者　

読
書
論
の
現
在
』（
ひ

つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
（、
西
田
谷
洋
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー　

現

代
日
本
ア
ニ
メ
研
究
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
四
年
（、
和
田
敦
彦
『
読
書
の
歴

史
を
問
う 

書
物
と
読
者
の
近
代
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
（、
押
野
武
志
編

『
日
本
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
読
む　

銀
河
鉄
道
の
夜
か
ら
Ａ
K
Ｂ
（（
ま
で
』（
北
海

道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
（
な
ど
が
あ
る
。

（
（0
（
本
稿
は
論
者
が
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究
会
ブ
ロ
グ
（https://societyforlightnovel.

w
ordpress.com

/

（
に
投
稿
し
た
ウ
ェ
ブ
記
事
「
ラ
ノ
ベ
史
探
訪
（
３
（
─
ラ
ノ

ベ
専
門
誌
の
始
ま
り
を
見
て
み
よ
う
【「
獅
子
王
」
編
】」（
二
〇
一
二
年
一
月
二
九

日
投
稿
（、
な
ら
び
に
「
ラ
ノ
ベ
史
探
訪
（
４
（
─
ラ
ノ
ベ
専
門
誌
の
始
ま
り
を
見

て
み
よ
う
【「
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
編
】」（
二
〇
一
二
年
一
月
三
一
日
投
稿
（
の

内
容
を
も
と
に
、
後
年
の
追
加
調
査
を
踏
ま
え
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る

も
の
で
あ
る
。

（
（（
（
詳
細
は
前
掲
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』
の
ほ
か
、
拙
著
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
よ
、
ど
こ
へ
い
く 

一
九
八
〇
年
代
か
ら
ゼ
ロ
年
代
ま
で
』（
青
弓
社
、
二
〇
一

〇
年
（
な
ど
を
参
照
。

（
（2
（
星
敬
「
総
論 

浸
透
と
拡
散
以
後
の
Ｓ
Ｆ
状
況
」、『
Ｓ
Ｆ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
＇
８
６
─
＇
８
９ 

８
０
年
代
後
半
Ｓ
Ｆ
関
連
書
籍
目
録
＋
総
括
』、
一
〇
頁
。

（
（3
（
注
（2
に
同
。

（
（（
（
小
谷
真
理
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
」、『
Ｓ
Ｆ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

＇
８
６
─ 

＇
８
９ 

８
０
年
代
後
半
Ｓ
Ｆ
関
連
書
籍
目
録
＋
総
括
』、
一
六
頁
。

（
（（
（
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
見
ら
れ
た
異
世
界
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
中
村
亮
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
一
源
流
─
執
筆
さ
れ
る
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
」

（
一
柳
廣
孝
・
久
米
依
子
編
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究
序
説
』、
青
弓
社
、
二
〇
〇
九

年
（
を
参
照
。

（
（（
（
尾
之
上
俊
彦
「
ヤ
ン
グ
・
ア
ダ
ル
ト
」、『
Ｓ
Ｆ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ  

＇
８

６
─ ＇
８
９ 

８
０
年
代
後
半
Ｓ
Ｆ
関
連
書
籍
目
録
＋
総
括
』、
二
六
頁
。

（
（7
（
同
年
、
後
継
誌
と
し
て
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
か
ら
季
刊
誌
『
グ
リ
フ
ォ
ン
』
が
創
刊

さ
れ
た
が
、
一
九
九
四
年
の
第
七
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ
た
。

（
（（
（『
雑
誌
新
聞
総
か
た
ろ
ぐ 

１
９
８
５
年
版
』、
一
九
八
五
年
、
三
四
五
頁
。

（
（（
（
詳
細
は
前
掲
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』
の
ほ
か
、
大
森
望
・
三
村
美
衣

『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
☆
め
っ
た
斬
り
！
』（
太
田
出
版
、
二
〇
〇
四
年
（、
大
橋
崇
行

『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
か
ら
見
た
少
女
／
少
年
小
説
史 

現
代
日
本
の
物
語
文
化
を
見
直

す
た
め
に
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
（
な
ど
を
参
照
。

（
20
（
前
掲
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
「
超
」
入
門
』、
二
五
頁
。

（
2（
（
一
九
八
七
年
五
月
号
か
ら
Ａ
５
判
に
変
更
。

（
22
（『
獅
子
王
』
創
刊
号
の
編
集
後
記
で
は
、「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
ノ
ベ
ル

ス
の
世
界
を
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
揺
り
動
か
し
て
み
た
い
─
そ
ん
な
心
意
気
で

編
集
し
た
つ
も
り
で
す
。
小
説
や
コ
ラ
ム
の
執
筆
者
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

方
々
に
も
、
い
ま
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
情
熱
を
込
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
二
三

四
頁
（
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
編
集
部
が
同
誌
を
通
じ
て
、
業
界
に
新
た
な
動
き

を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
狙
い
が
見
て
取
れ
る
。

（
23
（『
１
９
８
６
年
版 

出
版
指
標
年
報
』、
一
九
八
六
年
、
一
九
六
頁
。

（
2（
（『
獅
子
王
』 ＇
８
５
初
秋
号
（
一
九
八
五
年
十
月
発
行
（、
二
三
〇
頁
。

（
2（
（
注
２
４
に
同
。

（
2（
（『
獅
子
王
』
初
夏
号
（
一
九
八
六
年
七
月
発
行
（、
二
二
九
頁
。
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（
27
（
注
2（
に
同
。

（
2（
（『
１
９
８
８
年
版 

出
版
指
標
年
報
』、
一
九
八
八
年
、
一
八
一
頁
。

（
2（
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
新
人
賞
か
ら
数
々
の
才
能
を
輩
出
し
続
け
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

界
の
雄 
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫 

小
川
洋
」、『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
完
全
読
本
』、

日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
四
年
、
五
一
頁
。

（
30
（
例
え
ば
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
創
刊
時
の
特
集
記
事
で
は
、「
フ
ァ
ン
タ

ジ
ア
文
庫
は
Ｄ
Ｍ
の
兄
弟
分
な
ん
だ
ね
。（
中
略
（
Ｄ
Ｍ
の
作
品
は
基
本
的
に
『
フ

ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
Ｄ
Ｍ
に
は
納

ま
り
き
れ
な
い
、
い
ろ
ん
な
作
品
や
企
画
が
書
き
下
ろ
し
で
刊
行
さ
れ
る
ん
だ
。

ま
た
、
み
ん
な
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
』
の
作
品
を
Ｄ
Ｍ

で
特
集
す
る
、
な
ん
て
こ
と
も
考
え
て
い
る
」（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八

九
年
一
月
号
、
二
三
頁
（
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

（
3（
（『
雑
誌
新
聞
総
か
た
ろ
ぐ 

１
９
８
８
年
版
』、
一
九
八
八
年
、
二
三
二
頁
。

（
32
（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
八
年
三
月
号
、
七
頁

（
33
（
注
32
に
同
。

（
3（
（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
八
年
五
月
号
、
一
二
一
頁
。

（
3（
（
注
3（
に
同
。

（
3（
（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
八
八
年
六
月
号
、
一
三
九
頁
。

（
37
（
竹
中
清
氏
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
九
日
実
施
（、
小
川
洋
氏
（
二
〇
一
六

年
四
月
二
十
八
日
実
施
（
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

調
査
結
果
の
報
告
は
現
在
、
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

（
3（
（
第
一
回
（
一
九
八
九
年
発
表
（
か
ら
第
二
十
回
（
二
〇
〇
八
年
発
表
（
ま
で
が

該
当
す
る
。

（
3（
（
新
人
賞
の
応
募
作
品
に
対
す
る
選
評
等
に
お
い
て
も
、
同
誌
の
影
響
を
受
け
た

作
品
の
投
稿
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
見
受
け
ら
れ
た
。

（
（0
（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
一
九
八
九
年
三
月
号
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、

特
に
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
動
き
が
見
受
け
ら
れ
始
め
る
。
な

お
、
同
誌
で
展
開
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
稿
「〈
ラ
イ

ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
研
究
序
説
」（
大
橋
崇
行
・
山
中
智
省
編
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
・
フ

ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
３
』、
青
弓
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
五
～
一
一
五
頁
（
を
参
照
。

（
平
成
2（
年
2
月
7
日
受
理
（


